
観光振興のために
コミュニティ交通の活用を!

復旧の待たれる災害箇所
（大内地域軽井沢）

ここが聞きたい
一 般 質 問

９
月
２７
日
、
西
目
地
域
で
住
民

避
難
訓
練
が
あ
り
、
地
域
の
関

係
者
ら
が
参
加
し
た
。

　
政
府
は
「
ミ
サ
イ
ル
が
き
た
ら
頑

丈
な
建
物
に
避
難
す
る
。
野
外
で
は

地
面
に
身
を
伏
せ
る
。政
府
と
し
て
は
、

外
交
努
力
で
国
民
の
安
全
安
心
に
つ

な
げ
た
い
。」
と
話
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
訓
練
を
疑
問
視

す
る
声
が
相
次
い
だ
。
こ
の
訓
練
に

ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。
い

か
な
る
検
証
、反
省
点
が
あ
っ
た
の
か
。

問

本
市
の
手
厚
い
子
育
て
支
援
策

な
ど
は
評
価
す
る
。
に
か
ほ
市

で
は
市
川
新
市
長
が
「
医
療
費
の
無

料
化
を
高
卒
ま
で
拡
大
を
」
と
公
約

に
掲
げ
当
選
し
た
。
本
市
で
も
拡
大

で
き
な
い
か
。

問

医
療
費
支
援
は
子
育
て
支
援

策
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
。
支
援
の
継
続
が
も
っ
と

も
重
要
で
あ
り
、
拡
大
に
つ
い
て
は

子
育
て
支
援
対
策
を
総
合
的
に
判
断

し
市
の
財
政
状
況
を
見
極
め
た
上
で

検
討
し
て
い
く
。

答

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

　住
民
避
難
訓
練
に
つ
い
て

医
療
費
の
無
料
化
を

　
　高
校
卒
業
ま
で
拡
大
を

夏
の
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
の
進
捗
状
況
と
対
応
は
。

補
助
災
害
復
旧
箇
所
に
つ
い
て

は
、
公
共
土
木
施
設
、
農
地
・

農
業
用
施
設
、
林
道
施
設
災
害
合
わ

せ
て
７７
カ
所
あ
る
。
災
害
査
定
審
査

は
、
平
成
２９
年
１１
月
１７
日
に
終
了

し
、
全
箇
所
が
国
の
補
助
事
業
に
採

択
さ
れ
た
。
現
在
、
工
事
の
実
施
へ

向
け
、
国
・
県
へ
の
着
工
承
認
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
単
独
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
、
全
体
で
９
５
０
カ
所
を
予
定
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
６
３
１
カ
所
に

着
手
し
、
４
３
０
カ
所
が
完
了
し
て
い

る
。 問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
、
循
環

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
路
線
上
に

観
光
施
設
や
文
化
施
設
が
あ
る
の
で
観

光
の
足
と
し
て
活
用
で
き
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
活
用
し
た
周

遊
プ
ラ
ン
は
、
石
脇
中
町
な
ど
を
巡
る

コ
ー
ス
が
由
利
高
原
鉄
道
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
地

域
で
の
プ
ラ
ン
は
、
設
定
し
て
い
な

い
。
今
後
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
と
組
み

合
わ
せ
周
遊
プ
ラ
ン
の
設
定
な
ど
、
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
運
行
情
報
お
よ

び
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
で
き

る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

答

観
光
振
興
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
の
活
用
と
観
光
周

遊
プ
ラ
ン
の
設
定
や
観
光
資
源
・
文

化
資
源
を
充
実
し
、
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。

問 観
光
資
源
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　図
る
べ
き

佐々木隆一

今
回
の
訓
練
は
相
次
ぐ
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
が
、
市
民
の
安

全
を
脅
か
す
状
況
を
憂
慮
し
、
国
の

要
請
に
よ
り
実
施
し
た
。

　
実
際
に
ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
し
た
時

に
、
全
て
の
市
民
が
わ
ず
か
な
時
間

で
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
か
、
ま
た
、

避
難
場
所
を
確
保
で
き
る
か
、
な
ど

困
難
な
課
題
と
認
識
し
た
。

答

　
訓
練
の
様
子
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
以
外
に
も
広

く
知
ら
れ
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
や

避
難
方
法
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
こ
と
に

は
、
一
定
の
意
義
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
は

伊藤岩夫

　借り入れ条件は。

　松濤団地の敷地は、石脇財産区から有償

で借り入れており、その額は年間約９００万円

である。

　老朽化に伴い解体した松濤団地の借り入れ土
地を石脇財産区へ返還する予定です。

市営住宅松濤団地の

敷地を返還

老朽化により解体予定の市営住宅松濤団地

人権擁護委員（任期 ：３年）

　高橋　利寿 氏（再任）
　　  　　由利地域　町村

　藤原　俊子 氏（再任）
　　  　　大内地域　葛岡

たかはし としひさ

ふじわら としこ

人 事 案 件

由利本荘市議会だより  第51号（12月定例会） 49 由利本荘市議会だより  平成30年／2018年2月1日発行

　１２月８日、秋田県警本部と秋田海上保安部

へ、市議会・にかほ市・にかほ市議会と共同

で「不審船への監視体制の強化について」の

要望書を提出しました。

　要望書では、住民の安全・安心のため、海上・

沿岸の警備強化、警察・海上保安部・自治体

の情報共有を求めました。それに対し、秋田県

警本部は、２４時間体制の警備を行うとしてい

ます。

　相次ぐ木造不審船の海岸漂着から、安心・

安全確保のため、要望書を提出しました。

　体験ツアーの実施状況は。

　今回の体験ツアーは、３業種（カフェ、酒造、

農業）で募集したところ、３０歳代の県内在

住の男性がカフェでの就労体験を行った。

　本市への移住・定住を希望する方々が、市内の
就労体験を受け入れる事業所で“はたらく”こと
を実体験し、将来を検討するツアーです。

移住＋“はたらく”体験ツアー

の実施

就労体験の受入を行ったカフェ・カトルセゾン

問

答

問

答

　解体の状況は。

　平成２１年度に５２号棟、平成２９年度に５５

号棟がすでに解体済みとなっている。今後も、

老朽化している市営住宅の空き家解体を進

め、跡地を整備後、石脇財産区へ返還するこ

ととなる。

問

答

異議なし

　9 月の大雨による市道の災害復旧工事を市単独
事業で施工予定です。

　被災原因と工事の概要は。

　平成２９年９月２０日の大雨により、市道新組

町３号線の表面排水路が越水し、幅２．８ｍ、

長さ１５．０ｍにわたり、のり面が浸食により崩

落したものである。

　工事費は６００万円で、施工は平成２９年度

内になる。

市道新組町３号線、復旧工事

問

答

要 望 書

多
忙
化
に
配
慮
し
た
各
種
訪
問

な
ど
の
対
応
、
ま
た
生
活
サ
ポ

ー
ト
や
学
習
支
援
員
の
配
置
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

各
種
訪
問
は
昨
年
度
に
比
べ

減
少
傾
向
に
あ
り
、
学
校
側

の
負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
。
各
校
１
、
２
回

程
度
の
受
け
入
れ
と
な
る
よ
う
調
整

し
て
い
る
。

　
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
学
習
協
力
員
と
し
て
学

級
担
任
に
加
わ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

よ
う
な
方
向
な
ど
も
含
め
て
、
指
導

体
制
お
よ
び
支
援
体
制
の
取
り
組
み

を
一
層
進
め
て
い
く
。

5P 小松浩一（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

１２月定例会では、９人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．由利本荘市総合計画「新創造ビジョン」

及び由利本荘市総合戦略におけるＰＤ

ＣＡサイクルについて

２．教職員などの働き方改革への取り組みに

ついて

３．地域コミュニティー再生への取り組みに

ついて

４．各自治会・町内会からの要望事項への

対応について

7P 三浦　晃（市民創風）
１．投票や投票所の改善等について

２．風力発電の景観について

３．公共施設等総合管理計画における斎場

の取り扱いについて

４．教育力を地域力に

8P 阿部十全（無所属）
１．総合防災公園整備事業について

２．交通渋滞時における対処について

３．１０年後の修理修繕費、２０年後、３０年

後（耐用年数）今後の改修にかかる費用

概算と利用者数の想定

４．イベント開催について

５．有事の避難者の受け入れについて

６．災害時の市民の助け合いのための事業

はあるのか

6P 吉田朋子（高志会）
１．選挙カーから見た由利本荘市

２．今年度の大規模大会について

３．地域の特性を活かしたスポーツについて

４．子育て支援金の増額について

7P 今野英元（社会民主党）
１．本荘清掃センター運転管理業務につい

て

２．（株）ぱいんすぱ新山の指定管理につい

て

9P 佐々木隆一（日本共産党）
１．平和問題について

２．医療費の無料化を高校卒業まで拡大を

３．所有者不明土地問題について

４．国民年金等改正法（年金カット法）によ

る地域への影響は

５．Ｊアラートの全国訓練は検証が必要

6P 長沼久利（高志会）
１．地域振興について

２．環境基本計画と再生可能エネルギーに

ついて

３．移住・定住推進策について

４．総合的克雪・利雪・親雪計画から

8P 佐々木茂（市民創風）
１．農林業について

２．総合防災公園の災害時の対応計画につ

いて

３．市道の整備について

４．公園の整備について 9P 伊藤岩夫（公明党）
１．選挙管理委員会の対応について

２．夏の大雨による災害復旧事業の進捗状

況と今後の対応について

３．観光振興のために

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

未来につながる
まちづくりの
ために

小松浩一

問

現
在
ど
の
よ
う
な
形
で
交
通
空

白
域
の
解
消
が
図
ら
れ
て
い
る

の
か
。

問

数
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
要
望

さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
か
ら
の
進
展
が
見
え
る
よ

う
な
丁
寧
な
回
答
が
で
き
な
い
も
の

か
。 問

答

多
数
の
要
望
事
項
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
継
続
し
て
要

望
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
の
進
展
状
況
や
、
実
現

の
め
ど
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
な
回
答
に
努
め
て
い
く
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望

内
容
を
的
確
に
捉
え
、
迅
速
か
つ
、

き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

答

交
通
空
白
域
す
べ
て
の
解
消

は
難
し
い
こ
と
か
ら
平
成
３１

年
度
末
の
交
通
機
関
カ
バ
ー
率
の
目

標
を
市
内
全
域
の
８０
・
６
％
と
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
住
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
地
域
事
情
に
即
し
た
最

適
な
手
法
を
考
え
、
カ
バ
ー
率
を
上

げ
て
い
き
た
い
。

答

教
職
員
な
ど
の

　
　働
き
方
改
革
へ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

交
通
空
白
域
解
消
へ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

各
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
の

　
　要
望
事
項
へ
の
対
応
は

ここが聞きたい
一 般 質 問

貴
重
な
森
林
資
源
で
あ
る
市
有

林
全
体
と
杉
林
の
面
積
は
。
ま

た
、
間
伐
な
ど
管
理
の
考
え
方
は
。

森
林
簿
で
は
、
全
体
が
１
万
９

７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
ｈａ
）
で
、

杉
林
は
６
７
４
３
ｈａ
で
あ
る
。
林
齢

３１
年
か
ら
７０
年
が
、
６
２
６
７
ｈａ
で

約
９３
％
を
占
め
て
い
る
。
間
伐
は
３０

年
を
目
安
に
実
施
し
て
お
り
、
管
理
は

国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
森

林
が
持
つ
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
よ
う
整
備
を
継
続
す
る
。

問

狭
く
急
勾
配
の
た
め
、
朝
夕
は

通
勤
の
車
で
混
雑
す
る
現
路
線

の
代
替
と
し
て
、
平
成
２７
年
度
に
測
量

設
計
を
実
施
済
で
あ
る
が
、
平
成
３０
年

度
か
ら
の
見
通
し
は
。

答

道
路
の
新
設
や
改
良
は
、
国
の

「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て

い
る
。
本
路
線
に
お
い
て
も
平
成
３０

年
度
、
用
地
測
量
に
係
わ
る
事
業
費
要

望
を
行
っ
て

い
る
が
、
交

付
金
の
配
分

が

少

な

く
、

新
規
路
線
の

早
期
実
施
は

難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

耕
作
面
積
が
１
ｈａ
未
満
の
農
家

数
は
。
ま
た
、
支
援
策
に
は
ど

の
よ
う
な
事
業
が
あ
る
か
。

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
で
は
、
１
０
０
６
の
経
営

体
が
あ
り
、
市
全
体
の
約
２７
％
で
あ
る
。

支
援
策
と
し
て
、
国
の
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
」
や
「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
」
に
市
が
か
さ
上
げ
し
、

小
規
模
農
家
存
続
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　支
援
策

市
道
（
仮
称
）
新
道
下
藤
崎
台

幹
線
の
今
後
の
事
業
見
通
し

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
災
害
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
大
規
模
自

然
災
害
と
大
規
模
事
故
、
テ

ロ
、
武
力
攻
撃
と
い
っ
た
有
事
の
際

の
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
一
般
の
通
行
に

支
障
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
対

処
は
。
問

避
難
者
収
容
が
２
万
人
、
室
内

３
０
０
０
人
と
あ
る
が
そ
の
詳

細
は
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
緊
急
避
難
場
所
と
し
て

敷
地
面
積
を
１
人
あ
た
り
２
平
方
メ

ー
ト
ル
と
し
て
換
算
し
た
も
の
で
、

地
区
別
、
年
齢
別
な
ど
の
数
は
特
定

し
て
い
な
い
。

　
ア
リ
ー
ナ
室
内
の
収
容
人
数
は
１

人
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
施
設
面
積
か

ら
最
大
３
０
０
０
人
と
算
出
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
つ
い
て
周

辺
地
域
住
民
へ
の
説
明
や
対
策

は
。

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
騒
音
対

策
は
天
井
や
内
壁
に
吸
音
材

が
施
工
さ
れ
遮
音
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

　
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
側
に
周
辺
住
民

の
方
々
に
事
前
周
知
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
要
請
す
る
。

今
後
の
修
理
修
繕
費
や
費
用
概

算
と
利
用
者
数
の
想
定
は
。

１０
年
後
に
修
理
設
備
機
器
な

ど
で
３
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。

建
物
の
耐
用
年
数
は
６５
年
程
度
で
あ

り
、
修
繕
費
用
は
７０
億
円
と
推
定
し

て
い
る
。
利
用
者
は
年
間
１５
万
人
の

利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
誘
致
を
す
る
。
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
企

画
し
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

く
。

農
道
や
水
路
の
維
持
管
理
、
畦
畔
の
草

刈
り
な
ど
に
参
加
し
た
農
家
に
支
援
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
県
の
「
元
気
な
中
山
間
農
業

応
援
事
業
」
で
は
、
地
域
の
作
物
振
興

に
必
要
な
機
械
や
施
設
な
ど
の
導
入
に

支
援
が
あ
る
。
畜
産
で
は
、「
小
規
模

畜
産
経
営
維
持
拡
大
支
援
事
業
」
を
創

設
し
、
繁
殖
雌
牛
導
入
な
ど
に
助
成
し

て
い
る
。

国
道
７
号
に
新
た
に
設
け
る

２
カ
所
（
未
完
成
）
を
含
め
た

答

４
カ
所
の
交
差
点
解
析
を
行
い
国

交
省
や
県
公
安
委
員
会
と
協
議
を
す

す
め
了
承
を
頂
い
た
。

　
石
脇
地
区
道
路
に
つ
い
て
は
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

佐々木茂

市
有
林
の
現
状
と
管
理

阿部十全

総
合
防
災
公
園
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　関
し
て
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ここが聞きたい
一 般 質 問

各
地
域
空
家
が
多
く
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
特
定
空

屋
な
ど
は
、
倒
壊
な
ど
著
し
く
保
安

上
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

他
市
に
先
駆
け
「
空
家
等
対

策
計
画
」
を
策
定
し
、
所
有

者
な
ど
に
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
適
正
な
管
理
を

持
続
的
に
指
導
し
て
い
る
。

通
学
路
、
各
町
内
な
ど
に
街
路

灯
が
少
な
く
暗
く
危
険
で
あ

る
。

ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
の
練
習
を
す

る
仕
事
帰
り
の
人
た
ち
や
学
生

た
ち
の
た
め
に
も
ア
ク
ア
パ
ル
対
岸
に

照
明
設
備
を
設
置
で
き
な
い
か
。

各
地
域
か
ら
の
防
犯
灯
の
設

置
要
望
に
つ
い
て
「
由
利
本

荘
市
防
犯
灯
及
び
街
路
灯
設
置
規
則
」

に
基
づ
き
実
施
し
、
通
学
路
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
今
年
度
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
工

事
に
合
わ
せ
、
約
１
５
０
基
の
新
設

を
進
め
て
い
る
。

練
習
時
間
の
延
伸
を
図
る
上
で

有
益
で
あ
る
が
、
安
全
を
図
る

た
め
、
練
習
時
間
は
日
没
ま
で
が
原

則
と
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
漕
艇
場

で
も
特
殊
な
例
を
除
き
、
照
明
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
時
点
で
は
、
安
全
に
練
習
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
既
存
の

外
灯
、
投
光
器
に
つ
い
て
再
点
検
を

行
い
、
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
利
用
者
の

安
全
確
保
に
努
め
る
。

手
す
り

の
設
置

は
国
土
交
通
省

と
設
置
の
可
能

性
を
協
議
し
な

が
ら
、
一
層
安

心
し
て
利
用
で

き
る
施
設
を
目

指
す
。

安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

足
腰
や
膝
な
ど
に
障
害
の
あ
る

人
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
下
り

ら
れ
る
よ
う
ア
ク
ア
パ
ル
か
ら
川
べ
り

に
向
か
う
階
段
に
手
す
り
を
設
置
で
き

な
い
か
。

ここが聞きたい
一 般 質 問

投
票
所
に
お
い
て
、
靴
を
脱
が

ず
に
入
場
で
き
れ
ば
と
い
う
声

が
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

建
物
の
構
造
上
、
靴
を
脱
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
投
票
所

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ー
ト
を
敷
い
た
り
、
簡
易
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
対
応
し
て
き

た
。
今
後
も
順
次
、
改
善
を
図
っ
て

い
く
。

期
日
前
投
票
者
数
が
回
を
重
ね

る
ご
と
に
増
え
て
い
る
。
今
回

の
選
挙
に
お
い
て
本
市
の
期
日
前
投
票

者
の
割
合
は
。
ま
た
今
後
、
期
日
前
投

票
所
の
拡
充
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

由
利
・
東
由
利
地
域
の
斎
場
に

つ
い
て
は
廃
止
の
方
向
に
あ
る

が
、
地
域
住
民
の
方
々
に
は
十
分
な
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

今
回
の
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
で
は
投
票
者
総
数
に
占
め

る
期
日
前
投
票
者
の
割
合
は
５６
・
７３

％
で
、
当
日
投
票
者
数
を
上
回
っ
て

い
る
。

行
政
協
力
員
会
議
な
ど
で
説

明
を
行
っ
て
い
る
が
、
あ
ら

た
め
て
地
域
の
方
々
に
は
詳
細
な
説

明
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
２７
年
度
中
に
策
定
の
予

定
だ
っ
た
「
斎
場
再
編
基
本

構
想
」
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
。

国
か
ら
市
全
体
の
公
共
施
設

の
将
来
的
な
あ
り
方
を
明
確

化
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
斎
場
の
廃
止
や
全
体
の
火
葬
炉

数
も
含
め
、
あ
ら
た
め
て
適
切
な
整

備
計
画
を
進
め
て
い
く
。

斎
場
基
本
構
想
の
そ
の
後
は

　
特
に
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
が
多
く
、
２４
％
を
占
め
て

い
る
。
今
後
、
利
用
者
は
さ
ら
に
増

加
す
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　
現
在
、
期
日
前
投
票
所
は
１５
カ
所

あ
る
が
、
今
後
と
も
拡
充
を
図
っ
て

い
く
。

規
則
第
４
条
は
「
請
負
」
を
定

義
し
て
い
る
。「
請
負
」
の
事

業
と
判
断
さ
れ
る
に
は
、
規
則
第
４
条

を
全
て
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
業
務
従
事
者
を
請
負
業
者
が

指
揮
監
督
す
る
と
し
て
い
る
。
本
荘

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
答
弁
で
指
揮
監
督
に
つ
い
て
認

識
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

業
務
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

総
括
責
任
者
が
業
務
従
事
者

へ
指
揮
監
督
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
、
総

括
責
任
者
が
選
任
し
た
業
務
従
事
者

を
加
え
た
、
６
班
体
制
の
勤
務
表
で

３
交
代
の
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
技
術
指
導
を
含
む
業
務
従
事
者
へ

の
指
揮
監
督
は
総
括
責
任
者
が
行
っ

て
い
る
。
市
職
員
が
直
接
指
導
す
る

こ
と
は
な
い
。

市
は
臨
時
株
主
総
会
の
開
催
に

あ
た
っ
て
、
経
営
な
ど
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

９
月
定
例
会
で
今
野
議
員
の

一
般
質
問
に
答
弁
し
た
翌
日

の
８
月
３１
日
に
社
長
に
対
し
て
　
「
施

設
の
安
定
し
た
管
理
・
運
営
が
行
わ

れ
る
取
締
役
、
監
査
役
の
体
制
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し
入
れ
た
。

　
会
社
か
ら
は
「
取
締
役
と
監
査
役

を
増
員
し
た
い
」
と
話
が
あ
っ
た
。

　
臨
時
株
主
総
会
後
、「
取
締
役
が
３

人
か
ら
５
人
、
監
査
役
が
１
人
か
ら

２
人
に
な
っ
た
」
と
の
報
告
を
受
け

た
。

職
業
安
定
法
施
行
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
条

（
株
）
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
の

　
臨
時
株
主
総
会
に
つ
い
て

ア
ク
ア
パ
ル
階
段
に
手
す
り
を

日
没
後
の
照
明
設
備
は

地
域
内
分
権
の
考
え
は
。

地
域
内
分
権
は
住
民
が
ま
ち
づ

く
り
組
織
を
つ
く
り
、
行
政
が

持
っ
て
い
る
事
業
計
画
や
予
算
執
行

の
一
部
を
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
裁

量
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
や

座
談
会
な
ど
を
通
じ
て
市
政
運
営
に

あ
た
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を

設
置
し
、
活
動
の
財
源
は
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
補
助
金
が
活
用
で
き
る

状
況
に
あ
る
。

　
地
域
内
分
権
は
、
事
業
実
施
の
妥

当
性
の
確
保
な
ど
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

大
規
模
発
電
事
業
者
進
出
で

の
市
民
、
地
元
関
係
者
へ
の

説
明
は
。

移
住
定
住
の
現
状
・
推
進
策
、

こ
れ
か
ら
の
可
能
性
は
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
建
設

に
関
す
る
手
続
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
、
地
域

住
民
へ
の
事
業
説
明
会
の
開
催
や
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施
を

求
め
て
い
る
。

平
成
２７
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

の
Ｕ
タ
ー
ン
は
３７
組
で
、
半

数
以
上
が
２０
代
か
ら
３０
代
の
夫
婦
、

家
族
で
あ
る
。

　
Ⅰ
タ
ー
ン
は
１２
組
で
、
８
組
が
幅

広
い
年
代
の
単
身
者
で
あ
り
、
本
市

の
自
然
環
境
や
子
育
て
環
境
の
良

さ
、
医
療
体
制
の
充
実
、
そ
し
て
、

丁
寧
な
移
住
サ
ポ
ー
ト
が
評
価
を
得

て
い
る
。

　
ま
た
、　
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
の
た
め

に
企
業
と
の
面
接
に
対
す
る
交
通
費

助
成
や
、
起
業
・
創
業
希
望
者
に
は

専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る
。
加
え
て

「
就
労
体
験
ツ
ア
ー
」
や
「
移
住
と
継

業
」
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
の
創
出

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
幅
広
い
年

齢
層
を
対
象
に
移
住
実
現
に
繋
げ
て

い
く
。

市
民
・
関
係
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
説
明
体
制
は

移
住
定
住
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

アクアパルから河川敷へ下りる階段

本荘清掃センター

吉田朋子

空
家
、
特
定
空
家
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
把
握
は

長沼久利

主
体
性
あ
る

　
　
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

三浦   晃

有
権
者
の
利
便
性
を

　
　
　
　
　
　
　
優
先
的
に

今野英元
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ここが聞きたい
一 般 質 問

各
地
域
空
家
が
多
く
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
特
定
空

屋
な
ど
は
、
倒
壊
な
ど
著
し
く
保
安

上
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

他
市
に
先
駆
け
「
空
家
等
対

策
計
画
」
を
策
定
し
、
所
有

者
な
ど
に
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
適
正
な
管
理
を

持
続
的
に
指
導
し
て
い
る
。

通
学
路
、
各
町
内
な
ど
に
街
路

灯
が
少
な
く
暗
く
危
険
で
あ

る
。

ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
の
練
習
を
す

る
仕
事
帰
り
の
人
た
ち
や
学
生

た
ち
の
た
め
に
も
ア
ク
ア
パ
ル
対
岸
に

照
明
設
備
を
設
置
で
き
な
い
か
。

各
地
域
か
ら
の
防
犯
灯
の
設

置
要
望
に
つ
い
て
「
由
利
本

荘
市
防
犯
灯
及
び
街
路
灯
設
置
規
則
」

に
基
づ
き
実
施
し
、
通
学
路
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
今
年
度
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
工

事
に
合
わ
せ
、
約
１
５
０
基
の
新
設

を
進
め
て
い
る
。

練
習
時
間
の
延
伸
を
図
る
上
で

有
益
で
あ
る
が
、
安
全
を
図
る

た
め
、
練
習
時
間
は
日
没
ま
で
が
原

則
と
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
漕
艇
場

で
も
特
殊
な
例
を
除
き
、
照
明
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
時
点
で
は
、
安
全
に
練
習
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
既
存
の

外
灯
、
投
光
器
に
つ
い
て
再
点
検
を

行
い
、
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
利
用
者
の

安
全
確
保
に
努
め
る
。

手
す
り

の
設
置

は
国
土
交
通
省

と
設
置
の
可
能

性
を
協
議
し
な

が
ら
、
一
層
安

心
し
て
利
用
で

き
る
施
設
を
目

指
す
。

安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

足
腰
や
膝
な
ど
に
障
害
の
あ
る

人
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
下
り

ら
れ
る
よ
う
ア
ク
ア
パ
ル
か
ら
川
べ
り

に
向
か
う
階
段
に
手
す
り
を
設
置
で
き

な
い
か
。

ここが聞きたい
一 般 質 問

投
票
所
に
お
い
て
、
靴
を
脱
が

ず
に
入
場
で
き
れ
ば
と
い
う
声

が
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

建
物
の
構
造
上
、
靴
を
脱
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
投
票
所

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ー
ト
を
敷
い
た
り
、
簡
易
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
対
応
し
て
き

た
。
今
後
も
順
次
、
改
善
を
図
っ
て

い
く
。

期
日
前
投
票
者
数
が
回
を
重
ね

る
ご
と
に
増
え
て
い
る
。
今
回

の
選
挙
に
お
い
て
本
市
の
期
日
前
投
票

者
の
割
合
は
。
ま
た
今
後
、
期
日
前
投

票
所
の
拡
充
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

由
利
・
東
由
利
地
域
の
斎
場
に

つ
い
て
は
廃
止
の
方
向
に
あ
る

が
、
地
域
住
民
の
方
々
に
は
十
分
な
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

今
回
の
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
で
は
投
票
者
総
数
に
占
め

る
期
日
前
投
票
者
の
割
合
は
５６
・
７３

％
で
、
当
日
投
票
者
数
を
上
回
っ
て

い
る
。

行
政
協
力
員
会
議
な
ど
で
説

明
を
行
っ
て
い
る
が
、
あ
ら

た
め
て
地
域
の
方
々
に
は
詳
細
な
説

明
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
２７
年
度
中
に
策
定
の
予

定
だ
っ
た
「
斎
場
再
編
基
本

構
想
」
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
。

国
か
ら
市
全
体
の
公
共
施
設

の
将
来
的
な
あ
り
方
を
明
確

化
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
斎
場
の
廃
止
や
全
体
の
火
葬
炉

数
も
含
め
、
あ
ら
た
め
て
適
切
な
整

備
計
画
を
進
め
て
い
く
。

斎
場
基
本
構
想
の
そ
の
後
は

　
特
に
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
が
多
く
、
２４
％
を
占
め
て

い
る
。
今
後
、
利
用
者
は
さ
ら
に
増

加
す
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　
現
在
、
期
日
前
投
票
所
は
１５
カ
所

あ
る
が
、
今
後
と
も
拡
充
を
図
っ
て

い
く
。

規
則
第
４
条
は
「
請
負
」
を
定

義
し
て
い
る
。「
請
負
」
の
事

業
と
判
断
さ
れ
る
に
は
、
規
則
第
４
条

を
全
て
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
業
務
従
事
者
を
請
負
業
者
が

指
揮
監
督
す
る
と
し
て
い
る
。
本
荘

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
答
弁
で
指
揮
監
督
に
つ
い
て
認

識
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

業
務
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

総
括
責
任
者
が
業
務
従
事
者

へ
指
揮
監
督
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
、
総

括
責
任
者
が
選
任
し
た
業
務
従
事
者

を
加
え
た
、
６
班
体
制
の
勤
務
表
で

３
交
代
の
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
技
術
指
導
を
含
む
業
務
従
事
者
へ

の
指
揮
監
督
は
総
括
責
任
者
が
行
っ

て
い
る
。
市
職
員
が
直
接
指
導
す
る

こ
と
は
な
い
。

市
は
臨
時
株
主
総
会
の
開
催
に

あ
た
っ
て
、
経
営
な
ど
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

９
月
定
例
会
で
今
野
議
員
の

一
般
質
問
に
答
弁
し
た
翌
日

の
８
月
３１
日
に
社
長
に
対
し
て
　
「
施

設
の
安
定
し
た
管
理
・
運
営
が
行
わ

れ
る
取
締
役
、
監
査
役
の
体
制
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し
入
れ
た
。

　
会
社
か
ら
は
「
取
締
役
と
監
査
役

を
増
員
し
た
い
」
と
話
が
あ
っ
た
。

　
臨
時
株
主
総
会
後
、「
取
締
役
が
３

人
か
ら
５
人
、
監
査
役
が
１
人
か
ら

２
人
に
な
っ
た
」
と
の
報
告
を
受
け

た
。

職
業
安
定
法
施
行
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
条

（
株
）
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
の

　
臨
時
株
主
総
会
に
つ
い
て

ア
ク
ア
パ
ル
階
段
に
手
す
り
を

日
没
後
の
照
明
設
備
は

地
域
内
分
権
の
考
え
は
。

地
域
内
分
権
は
住
民
が
ま
ち
づ

く
り
組
織
を
つ
く
り
、
行
政
が

持
っ
て
い
る
事
業
計
画
や
予
算
執
行

の
一
部
を
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
裁

量
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
や

座
談
会
な
ど
を
通
じ
て
市
政
運
営
に

あ
た
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を

設
置
し
、
活
動
の
財
源
は
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
補
助
金
が
活
用
で
き
る

状
況
に
あ
る
。

　
地
域
内
分
権
は
、
事
業
実
施
の
妥

当
性
の
確
保
な
ど
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

大
規
模
発
電
事
業
者
進
出
で

の
市
民
、
地
元
関
係
者
へ
の

説
明
は
。

移
住
定
住
の
現
状
・
推
進
策
、

こ
れ
か
ら
の
可
能
性
は
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
建
設

に
関
す
る
手
続
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
、
地
域

住
民
へ
の
事
業
説
明
会
の
開
催
や
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施
を

求
め
て
い
る
。

平
成
２７
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

の
Ｕ
タ
ー
ン
は
３７
組
で
、
半

数
以
上
が
２０
代
か
ら
３０
代
の
夫
婦
、

家
族
で
あ
る
。

　
Ⅰ
タ
ー
ン
は
１２
組
で
、
８
組
が
幅

広
い
年
代
の
単
身
者
で
あ
り
、
本
市

の
自
然
環
境
や
子
育
て
環
境
の
良

さ
、
医
療
体
制
の
充
実
、
そ
し
て
、

丁
寧
な
移
住
サ
ポ
ー
ト
が
評
価
を
得

て
い
る
。

　
ま
た
、　
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
の
た
め

に
企
業
と
の
面
接
に
対
す
る
交
通
費

助
成
や
、
起
業
・
創
業
希
望
者
に
は

専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る
。
加
え
て

「
就
労
体
験
ツ
ア
ー
」
や
「
移
住
と
継

業
」
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
の
創
出

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
幅
広
い
年

齢
層
を
対
象
に
移
住
実
現
に
繋
げ
て

い
く
。

市
民
・
関
係
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
説
明
体
制
は

移
住
定
住
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

アクアパルから河川敷へ下りる階段

本荘清掃センター

吉田朋子

空
家
、
特
定
空
家
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
把
握
は

長沼久利

主
体
性
あ
る

　
　
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

三浦   晃

有
権
者
の
利
便
性
を

　
　
　
　
　
　
　
優
先
的
に

今野英元
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多
忙
化
に
配
慮
し
た
各
種
訪
問

な
ど
の
対
応
、
ま
た
生
活
サ
ポ

ー
ト
や
学
習
支
援
員
の
配
置
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

各
種
訪
問
は
昨
年
度
に
比
べ

減
少
傾
向
に
あ
り
、
学
校
側

の
負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
。
各
校
１
、
２
回

程
度
の
受
け
入
れ
と
な
る
よ
う
調
整

し
て
い
る
。

　
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
学
習
協
力
員
と
し
て
学

級
担
任
に
加
わ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

よ
う
な
方
向
な
ど
も
含
め
て
、
指
導

体
制
お
よ
び
支
援
体
制
の
取
り
組
み

を
一
層
進
め
て
い
く
。

5P 小松浩一（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

１２月定例会では、９人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．由利本荘市総合計画「新創造ビジョン」

及び由利本荘市総合戦略におけるＰＤ

ＣＡサイクルについて

２．教職員などの働き方改革への取り組みに

ついて

３．地域コミュニティー再生への取り組みに

ついて

４．各自治会・町内会からの要望事項への

対応について

7P 三浦　晃（市民創風）
１．投票や投票所の改善等について

２．風力発電の景観について

３．公共施設等総合管理計画における斎場

の取り扱いについて

４．教育力を地域力に

8P 阿部十全（無所属）
１．総合防災公園整備事業について

２．交通渋滞時における対処について

３．１０年後の修理修繕費、２０年後、３０年

後（耐用年数）今後の改修にかかる費用

概算と利用者数の想定

４．イベント開催について

５．有事の避難者の受け入れについて

６．災害時の市民の助け合いのための事業

はあるのか

6P 吉田朋子（高志会）
１．選挙カーから見た由利本荘市

２．今年度の大規模大会について

３．地域の特性を活かしたスポーツについて

４．子育て支援金の増額について

7P 今野英元（社会民主党）
１．本荘清掃センター運転管理業務につい

て

２．（株）ぱいんすぱ新山の指定管理につい

て

9P 佐々木隆一（日本共産党）
１．平和問題について

２．医療費の無料化を高校卒業まで拡大を

３．所有者不明土地問題について

４．国民年金等改正法（年金カット法）によ

る地域への影響は

５．Ｊアラートの全国訓練は検証が必要

6P 長沼久利（高志会）
１．地域振興について

２．環境基本計画と再生可能エネルギーに

ついて

３．移住・定住推進策について

４．総合的克雪・利雪・親雪計画から

8P 佐々木茂（市民創風）
１．農林業について

２．総合防災公園の災害時の対応計画につ

いて

３．市道の整備について

４．公園の整備について 9P 伊藤岩夫（公明党）
１．選挙管理委員会の対応について

２．夏の大雨による災害復旧事業の進捗状

況と今後の対応について

３．観光振興のために

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

未来につながる
まちづくりの
ために

小松浩一

問

現
在
ど
の
よ
う
な
形
で
交
通
空

白
域
の
解
消
が
図
ら
れ
て
い
る

の
か
。

問

数
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
要
望

さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
か
ら
の
進
展
が
見
え
る
よ

う
な
丁
寧
な
回
答
が
で
き
な
い
も
の

か
。 問

答

多
数
の
要
望
事
項
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
継
続
し
て
要

望
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
の
進
展
状
況
や
、
実
現

の
め
ど
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
な
回
答
に
努
め
て
い
く
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望

内
容
を
的
確
に
捉
え
、
迅
速
か
つ
、

き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

答

交
通
空
白
域
す
べ
て
の
解
消

は
難
し
い
こ
と
か
ら
平
成
３１

年
度
末
の
交
通
機
関
カ
バ
ー
率
の
目

標
を
市
内
全
域
の
８０
・
６
％
と
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
住
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
地
域
事
情
に
即
し
た
最

適
な
手
法
を
考
え
、
カ
バ
ー
率
を
上

げ
て
い
き
た
い
。

答

教
職
員
な
ど
の

　
　働
き
方
改
革
へ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

交
通
空
白
域
解
消
へ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

各
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
の

　
　要
望
事
項
へ
の
対
応
は

ここが聞きたい
一 般 質 問

貴
重
な
森
林
資
源
で
あ
る
市
有

林
全
体
と
杉
林
の
面
積
は
。
ま

た
、
間
伐
な
ど
管
理
の
考
え
方
は
。

森
林
簿
で
は
、
全
体
が
１
万
９

７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
ｈａ
）
で
、

杉
林
は
６
７
４
３
ｈａ
で
あ
る
。
林
齢

３１
年
か
ら
７０
年
が
、
６
２
６
７
ｈａ
で

約
９３
％
を
占
め
て
い
る
。
間
伐
は
３０

年
を
目
安
に
実
施
し
て
お
り
、
管
理
は

国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
森

林
が
持
つ
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
よ
う
整
備
を
継
続
す
る
。

問

狭
く
急
勾
配
の
た
め
、
朝
夕
は

通
勤
の
車
で
混
雑
す
る
現
路
線

の
代
替
と
し
て
、
平
成
２７
年
度
に
測
量

設
計
を
実
施
済
で
あ
る
が
、
平
成
３０
年

度
か
ら
の
見
通
し
は
。

答

道
路
の
新
設
や
改
良
は
、
国
の

「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て

い
る
。
本
路
線
に
お
い
て
も
平
成
３０

年
度
、
用
地
測
量
に
係
わ
る
事
業
費
要

望
を
行
っ
て

い
る
が
、
交

付
金
の
配
分

が

少

な

く
、

新
規
路
線
の

早
期
実
施
は

難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

耕
作
面
積
が
１
ｈａ
未
満
の
農
家

数
は
。
ま
た
、
支
援
策
に
は
ど

の
よ
う
な
事
業
が
あ
る
か
。

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
で
は
、
１
０
０
６
の
経
営

体
が
あ
り
、
市
全
体
の
約
２７
％
で
あ
る
。

支
援
策
と
し
て
、
国
の
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
」
や
「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
」
に
市
が
か
さ
上
げ
し
、

小
規
模
農
家
存
続
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　支
援
策

市
道
（
仮
称
）
新
道
下
藤
崎
台

幹
線
の
今
後
の
事
業
見
通
し

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
災
害
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
大
規
模
自

然
災
害
と
大
規
模
事
故
、
テ

ロ
、
武
力
攻
撃
と
い
っ
た
有
事
の
際

の
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
一
般
の
通
行
に

支
障
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
対

処
は
。
問

避
難
者
収
容
が
２
万
人
、
室
内

３
０
０
０
人
と
あ
る
が
そ
の
詳

細
は
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
緊
急
避
難
場
所
と
し
て

敷
地
面
積
を
１
人
あ
た
り
２
平
方
メ

ー
ト
ル
と
し
て
換
算
し
た
も
の
で
、

地
区
別
、
年
齢
別
な
ど
の
数
は
特
定

し
て
い
な
い
。

　
ア
リ
ー
ナ
室
内
の
収
容
人
数
は
１

人
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
施
設
面
積
か

ら
最
大
３
０
０
０
人
と
算
出
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
つ
い
て
周

辺
地
域
住
民
へ
の
説
明
や
対
策

は
。

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
騒
音
対

策
は
天
井
や
内
壁
に
吸
音
材

が
施
工
さ
れ
遮
音
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

　
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
側
に
周
辺
住
民

の
方
々
に
事
前
周
知
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
要
請
す
る
。

今
後
の
修
理
修
繕
費
や
費
用
概

算
と
利
用
者
数
の
想
定
は
。

１０
年
後
に
修
理
設
備
機
器
な

ど
で
３
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。

建
物
の
耐
用
年
数
は
６５
年
程
度
で
あ

り
、
修
繕
費
用
は
７０
億
円
と
推
定
し

て
い
る
。
利
用
者
は
年
間
１５
万
人
の

利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
誘
致
を
す
る
。
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
企

画
し
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

く
。

農
道
や
水
路
の
維
持
管
理
、
畦
畔
の
草

刈
り
な
ど
に
参
加
し
た
農
家
に
支
援
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
県
の
「
元
気
な
中
山
間
農
業

応
援
事
業
」
で
は
、
地
域
の
作
物
振
興

に
必
要
な
機
械
や
施
設
な
ど
の
導
入
に

支
援
が
あ
る
。
畜
産
で
は
、「
小
規
模

畜
産
経
営
維
持
拡
大
支
援
事
業
」
を
創

設
し
、
繁
殖
雌
牛
導
入
な
ど
に
助
成
し

て
い
る
。

国
道
７
号
に
新
た
に
設
け
る

２
カ
所
（
未
完
成
）
を
含
め
た

答

４
カ
所
の
交
差
点
解
析
を
行
い
国

交
省
や
県
公
安
委
員
会
と
協
議
を
す

す
め
了
承
を
頂
い
た
。

　
石
脇
地
区
道
路
に
つ
い
て
は
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

佐々木茂

市
有
林
の
現
状
と
管
理

阿部十全

総
合
防
災
公
園
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　関
し
て
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新道下藤崎台線

問答

問答

問答問答

問答問答

観光振興のために
コミュニティ交通の活用を!

復旧の待たれる災害箇所
（大内地域軽井沢）

ここが聞きたい
一 般 質 問

９
月
２７
日
、
西
目
地
域
で
住
民

避
難
訓
練
が
あ
り
、
地
域
の
関

係
者
ら
が
参
加
し
た
。

　
政
府
は
「
ミ
サ
イ
ル
が
き
た
ら
頑

丈
な
建
物
に
避
難
す
る
。
野
外
で
は

地
面
に
身
を
伏
せ
る
。政
府
と
し
て
は
、

外
交
努
力
で
国
民
の
安
全
安
心
に
つ

な
げ
た
い
。」
と
話
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
訓
練
を
疑
問
視

す
る
声
が
相
次
い
だ
。
こ
の
訓
練
に

ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。
い

か
な
る
検
証
、反
省
点
が
あ
っ
た
の
か
。

問

本
市
の
手
厚
い
子
育
て
支
援
策

な
ど
は
評
価
す
る
。
に
か
ほ
市

で
は
市
川
新
市
長
が
「
医
療
費
の
無

料
化
を
高
卒
ま
で
拡
大
を
」
と
公
約

に
掲
げ
当
選
し
た
。
本
市
で
も
拡
大

で
き
な
い
か
。

問

医
療
費
支
援
は
子
育
て
支
援

策
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
。
支
援
の
継
続
が
も
っ
と

も
重
要
で
あ
り
、
拡
大
に
つ
い
て
は

子
育
て
支
援
対
策
を
総
合
的
に
判
断

し
市
の
財
政
状
況
を
見
極
め
た
上
で

検
討
し
て
い
く
。

答

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

　住
民
避
難
訓
練
に
つ
い
て

医
療
費
の
無
料
化
を

　
　高
校
卒
業
ま
で
拡
大
を

夏
の
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
の
進
捗
状
況
と
対
応
は
。

補
助
災
害
復
旧
箇
所
に
つ
い
て

は
、
公
共
土
木
施
設
、
農
地
・

農
業
用
施
設
、
林
道
施
設
災
害
合
わ

せ
て
７７
カ
所
あ
る
。
災
害
査
定
審
査

は
、
平
成
２９
年
１１
月
１７
日
に
終
了

し
、
全
箇
所
が
国
の
補
助
事
業
に
採

択
さ
れ
た
。
現
在
、
工
事
の
実
施
へ

向
け
、
国
・
県
へ
の
着
工
承
認
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
単
独
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
、
全
体
で
９
５
０
カ
所
を
予
定
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
６
３
１
カ
所
に

着
手
し
、
４
３
０
カ
所
が
完
了
し
て
い

る
。 問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
、
循
環

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
路
線
上
に

観
光
施
設
や
文
化
施
設
が
あ
る
の
で
観

光
の
足
と
し
て
活
用
で
き
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
活
用
し
た
周

遊
プ
ラ
ン
は
、
石
脇
中
町
な
ど
を
巡
る

コ
ー
ス
が
由
利
高
原
鉄
道
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
地

域
で
の
プ
ラ
ン
は
、
設
定
し
て
い
な

い
。
今
後
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
と
組
み

合
わ
せ
周
遊
プ
ラ
ン
の
設
定
な
ど
、
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
運
行
情
報
お
よ

び
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
で
き

る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

答

観
光
振
興
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
の
活
用
と
観
光
周

遊
プ
ラ
ン
の
設
定
や
観
光
資
源
・
文

化
資
源
を
充
実
し
、
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。

問 観
光
資
源
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　図
る
べ
き

佐々木隆一

今
回
の
訓
練
は
相
次
ぐ
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
が
、
市
民
の
安

全
を
脅
か
す
状
況
を
憂
慮
し
、
国
の

要
請
に
よ
り
実
施
し
た
。

　
実
際
に
ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
し
た
時

に
、
全
て
の
市
民
が
わ
ず
か
な
時
間

で
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
か
、
ま
た
、

避
難
場
所
を
確
保
で
き
る
か
、
な
ど

困
難
な
課
題
と
認
識
し
た
。

答

　
訓
練
の
様
子
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
以
外
に
も
広

く
知
ら
れ
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
や

避
難
方
法
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
こ
と
に

は
、
一
定
の
意
義
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
は

伊藤岩夫

　借り入れ条件は。

　松濤団地の敷地は、石脇財産区から有償

で借り入れており、その額は年間約９００万円

である。

　老朽化に伴い解体した松濤団地の借り入れ土
地を石脇財産区へ返還する予定です。

市営住宅松濤団地の

敷地を返還

老朽化により解体予定の市営住宅松濤団地

人権擁護委員（任期 ：３年）

　高橋　利寿 氏（再任）
　　  　　由利地域　町村

　藤原　俊子 氏（再任）
　　  　　大内地域　葛岡

たかはし としひさ

ふじわら としこ

人 事 案 件
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　１２月８日、秋田県警本部と秋田海上保安部

へ、市議会・にかほ市・にかほ市議会と共同

で「不審船への監視体制の強化について」の

要望書を提出しました。

　要望書では、住民の安全・安心のため、海上・

沿岸の警備強化、警察・海上保安部・自治体

の情報共有を求めました。それに対し、秋田県

警本部は、２４時間体制の警備を行うとしてい

ます。

　相次ぐ木造不審船の海岸漂着から、安心・

安全確保のため、要望書を提出しました。

　体験ツアーの実施状況は。

　今回の体験ツアーは、３業種（カフェ、酒造、

農業）で募集したところ、３０歳代の県内在

住の男性がカフェでの就労体験を行った。

　本市への移住・定住を希望する方々が、市内の
就労体験を受け入れる事業所で“はたらく”こと
を実体験し、将来を検討するツアーです。

移住＋“はたらく”体験ツアー

の実施

就労体験の受入を行ったカフェ・カトルセゾン

問

答

問

答

　解体の状況は。

　平成２１年度に５２号棟、平成２９年度に５５

号棟がすでに解体済みとなっている。今後も、

老朽化している市営住宅の空き家解体を進

め、跡地を整備後、石脇財産区へ返還するこ

ととなる。

問

答

異議なし

　9 月の大雨による市道の災害復旧工事を市単独
事業で施工予定です。

　被災原因と工事の概要は。

　平成２９年９月２０日の大雨により、市道新組

町３号線の表面排水路が越水し、幅２．８ｍ、

長さ１５．０ｍにわたり、のり面が浸食により崩

落したものである。

　工事費は６００万円で、施工は平成２９年度

内になる。

市道新組町３号線、復旧工事

問

答

要 望 書
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陳情第６号

陳情第６号の表決結果は次のとおりです。

請願・陳情
請願と陳情は、市政などに対して要望や意見があるときにどなたでも市議会に対して提出

することができる仕組みです。議員の紹介があるものを「請願」、ないものを「陳情」とい

います。これらは常に受け付けていますが、審査は議会の定例会（３月・６月・９月・１２月）

で行います。

○請願第２号

　　米の生産費を償う価格下支え制度の確立を求める意見書提出についての請願

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員　今野英元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農民運動秋田県連合会　委員長　鈴木万喜夫

○請願第３号

　　種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書提出についての請願

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員　今野英元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農民運動秋田県連合会　委員長　鈴木万喜夫

○陳情第５号

　　核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書提出についての陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県原爆被害者団体協議会　会長　照井喜代治

○陳情第７号

　　介護保険制度の改善、介護報酬の引き上げ、介護従事者の処遇改善と確保を

　　国に求める意見書提出についての陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺淳

○陳情第８号

　　国民健康保険都道府県単位化に係る意見書提出についての陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺淳

陳情第６号

　消費税を１０％に増税することの中止を国に求める意見書提出についての陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　渋谷一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　秋田県労働組合総連合　議長　三浦宣人

採択

採択された請願・陳情は、「意見書」としてそれぞれ各関係機関に提出されています

不採択

鳥海荘全景

改修の完了したあっぽの露店風呂

　進捗状況は。

　屋根と外壁は改修済みで、照明設備と内装
は、来客者に配慮しながら各階ごとに工事し
ている。

　鳥海荘のふれあい館（滞在型施設）の照明設
備、内外装、屋根などの改修を行っています。
事業費は３４７０万円の見込みです。

鳥海荘の改修

　生産調整の廃止により、平成３０年以降の

主食用米生産の取り組みは。

　本市の地域農業再生協議会が「平成３０年度
からの米生産に関する方針」を定め、需要に
応じた米生産を行うために「生産の目安」を
提示し、消費者から選ばれる米産地になるよ
う取り組む。

　生産数量目標の配分が廃止され「生産の目安」
が提示されます。

平成３０年産米の生産調整はどうなる

平成３０年産主食用米

「生産の目安」
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米の生産費を償う価格下支え制度を求める意見書

主要農産物種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書

核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書

国民健康保険都道府県単位化に係る意見書

介護保険制度の改善、介護報酬の引き上げ、介護従事者の

処遇改善と確保を国に求める意見書

衆議院議長

参議院議長

送付先意見書

内閣総理大臣

秋田県知事

内閣総理大臣

厚生労働大臣

問

答

問

答

問

答

問

答

　由利本荘アリーナや屋根付きグラウンドなどを
含めた総合防災公園の指定管理者が、平成３０
年７月から平成３５年３月までの４年９カ月間、ミ
ズノグループに決まりました。

　ミズノグループの詳細は。

　大阪に本社を持つ美津濃（株）、ミズノスポ

ーツサービス（株）のグループで、代表者は代

表取締役 水野明人氏である。

　全国で直営を含め、公共スポーツ施設の指

定管理や企画運営事業などに幅広く取り組ん

でいる。

※なお、同グループは総合体育館・スポーツ広場

　を含むぽぽろ健康運動広場の指定管理者に

　も決定されました。

　工事の進捗状況は。

　平成２９年１１月末現在、アリーナの進捗率

は７６．５％、屋根付きグラウンドは６５％であ

る。両施設とも平成３０年６月完成する予定と

なっている。

※１２月末現在、アリーナの進捗率は８２．３％、

　屋根付きグラウンドは８４．５％です。

総合防災公園(由利本荘アリーナ)

指定管理者の指定

工事中のアリーナ内部

　市で運営しているケーブルテレビ事業を、平成
３２年４月から民営化することを検討しています。

問 　民営化に向けた今後の見通しは。

答 　民営化の方法については、第三セクター、指

定管理、民間譲渡、機器の貸し出しなどがある。

放送法、通信に関する資格保有業者でなければ

ならないことから、充分な検討を要する。

ケーブルテレビの民営化を検討

　鳥海山の眺望や泉質の良さから、お客さまから好
評を博しています

 ３日

 ４日、１１日 

 ５日

 ２７日

 ２日

 ６日

 ７日

 ８日、９日

 １０日 

 １１日

 １７日、２０日

 ２２日

 ３０日

 ６日

 ８日

 １１日

 １９日

 ２１日、２７日

平成２９年度 一般会計補正予算を可決

１２月定例会

　人口減少などで、第三セクターの経営は厳し
くなっていることから、今後の在り方を検討する
有識者による検討委員会を設置します。

問 　どのようなことを検討するのか。

答 　第三セクター８社について、外部有識者によ

る「検討委員会」の中で、将来の経営見通しや、

法人存続の可否を検討する。

議論の中からピックアップ

問 　おもちゃ列車の詳細は。

答

問

答

　由利高原鉄道の車両を改装するもので、
内装は床材を木による張り替えとし、乗車数
は４１人で対面席となり、こどもデッキ、ウ
ッドプール、おもちゃ棚、ウッドベンチ席な
どが設けられる予定である。また、木のおも
ちゃによる「子供の遊び場」が確保されて
いる。多世代交流の拠点ともなる。

　平成３０年７月にオープン予定の鳥海山木のおも
ちゃ美術館への訪問・観光振興を目的として、由
利高原鉄道の車両に、木のおもちゃや、デザイン
を施したおもちゃ列車の運行を計画しています。

おもちゃ列車の運行を計画

第三セクタ－のあり方
検討委員会（仮称）設置

第三セクター経営の各施設（抜粋）

おもちゃ列車外観イメージ

　生活介護、就労継続支援などの扶助費や総合防災

公園外構工事の前倒しの事業費など７億１１４９万円

を追加し、総額４９７億６０１万円となった一般会計

補正予算を可決しました。

主な補正予算

生活介護、就労継続支援などの扶助費など　１億３１９９万円

総合防災公園外構工事の前倒しなど　　　 　　 ６７３０万円

西目公民館シーガル移動観覧席の修繕　      　２８０万円

　国文化審議会が「旧大倉沢報徳館」を、国の
有形文化財に登録するよう文部科学大臣に答申し
ました。

　国指定の経緯は。

　現在大倉沢町内会館として利用されている
「旧大倉沢報徳館」は、かつて地域の福利厚
生機能をもつ施設としても利用されてきた。
細部に洋風意匠を配した和洋折衷様式のモダ
ンな造りであり、現存する数少ない大日本報
徳社支社社屋の遺存例であるとして、国の有
形文化財に登録するよう文部科学大臣に答申
している。

※正式に登録されると、本市における国登録
　有形文化財の数は、１２件３８棟になります。

「旧大倉沢報徳館」
国の有形文化財登録へ

国の有形文化財登録予定の「旧大倉沢報徳館」（大内地域）

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

12
月
定
例
会

１２日

１８日

１９日

３１日

１６日

１７日

２２日

１日

１５日

１７日

全国市町村交流レガッタ由利本荘大会祝勝会

社会福祉大会

秋田県市長会定例会

秋田県種苗交換会オープニングセレモニー

各期成同盟会等中央要望（東京都内）～１７日

本荘北中学校創立７０周年記念祝賀会

由利本荘市功労者顕彰式

全国高速自動車道市議会協議会要望活動（東京都内）

鳥海高原矢島スキー場開き

高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール授与式

慶祝、協賛など
４６，８０４円
（１２件）

７１，０００円
（１１件）

１１，０００円
（２件）

１０月 １１月 １２月

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

２／４ ５ ６ ７ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ３／１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

常任
委員会

常任
委員会

常任
委員会

特別
委員会

本会議
（閉会）

１３

２０

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は２／１９～３／２０ ◀

議会を傍聴 ―ライブで！
当日、直接傍聴席（市役所本庁舎５階）
へおいでください。

会議録で読む
議会終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、由利本荘市ホームペ
ージから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

１０月

１１月

１２月

１０月

１１月

１２月

市議会からのお願い
　市議会では、飲食を伴う会合には

案内状に会費の額を明記していただ

くように申し合わせております。

　皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

埼玉県本庄市議会・群馬県伊勢崎市議会

行政視察来訪

議会報編集特別委員会

埼玉県深谷市議会行政視察来訪

議会運営等打ち合わせ会議①　新任議員説明会

議会運営等打ち合わせ会議②

秋田県仙北市議会行政視察来訪

議会運営等打ち合わせ会議③　議会運営等会議

新任議員研修会

秋田県市議会議員研修会

臨時会

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

総合防災公園整備特別委員会協議会

本会議（開会）　議会全員協議会

本会議（一般質問）～８日

会派代表者会議

議会運営委員会

委員会（議案審査）～１４日

本会議（閉会）議会運営委員会

教育民生常任委員会協議会

議会報編集特別委員会
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議会日誌議会日誌

日

　２月８日（木）

までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

会派代表質問・一般質問

８

本会議

にしめ物産（株） （株）大内交流センター

（株）岩城 （株）フォレスタ鳥海


